
                                       

 

１年生 学年だより                 令和８年４月２７日 

        なかよし                
 

子どもたちは、少しずつ学校生活に慣れ、給食当番や掃除当番、係の活動に張

り切って取り組んでいます。これからも、子どもたちがいきいきと過ごせるよう

支援していきたいと思います。 
この時期、4月初めからの疲れが出始めます。また、長いお休みによる生活 

リズムの乱れから体調を崩す子もみられます。休日を有効にお使いいただき、 

子どもたちの心と体がリフレッシュできるとよいです。 

 

 

１ 金  17 日  

２ 土  18 月 ⑤児童集会 

３ 日 （祝）憲法記念日 19 火 西っ子タイム アルミ缶回収日 

体力テスト１ 

４ 月 （祝）みどりの日 20 水 体力テスト２ 

５ 火 （祝）こどもの日 21 木 体力テスト３ 検尿 

６ 水 振替休日 22 金 検尿 

７ 木 心電図検査 23 土  

８ 金 ４０分４時間授業 下校１３：４５頃 24 日  

９ 土  25 月 指導員交通安全教室②１組③２組 

10 日  26 火 西っ子タイム 耳鼻科検診 

11 月  27 水  

12 火 全校朝会 28 木 ６年修学旅行  ※６年生は通学班登校を 

13 水  29 金 ６年修学旅行   しません 

14 木 眼科検診 30 土  

15 金 ４０分授業 31 日  

16 土     

 
 ６月の主な予定 

 
１日(月)  
２日(火) 
３日(水) 
４日(木) 
５日(金) 
６日(土) 
７日(日) 
８日(月)  

 
 

全校朝会 更衣完了 聴力・インピーダンス検査 
避難訓練（火災） 
避難訓練予備日 
内科検診 
検尿予備日 
資源回収 
資源回収予備日 
プール開き 

※予定は変更することがあります。変更する場合は、お知らせします。 



■自由帳、連絡帳などの補充について 

自由帳や連絡帳、お道具箱に入っているもの「スティックのり、セロハンテープ、名前ペン、折り

紙」は、使い切った場合、次回からご家庭でご準備ください。使い切ったものは、持ち帰ります。よろ

しくお願いします。国語・算数のノートについては、進度をみて、後日お知らせいたします。 

 

■あさがお水やりペットボトルの準備について 

 連休明けから生活科の学習で、「あさがお」の栽培の学習に入ります。水やり 

用に、一人１本空の５００ｍLペットボトルを用意してください。 

ミネラルウォーター系の柔らかい素材のペットボトルは、やめてください。 

キャップはいりません。 

大きくひらがなで記名をして、５月７日（木）までに持たせてください。 

 

■衣替えについて 

４月２７日（月）から５月２９日（金）までは、移行期間です。制服を着るかどうか、体調や気温に合

わせて調節してください。６月１日（月）からは、移行期間完了となりますので、制服は着ません。私服

のみを着て（名札なしで）登校してください。 

名札は家庭で保管をお願いします。 

 

■国語辞典について 

   一人１冊ずつ国語辞典を持つことで、１年生から言葉を大切にし、わからないことを楽しんで調べる

ことができるようにしたいと考えています。学校で紹介する国語辞典（2600 円程度）にはルビがつ

いており、１年生でも簡単に調べることができます。もちろん、個人で購入していただいてもかまいま

せんし、お手持ちのものがあればそれをお使いください。ただし、大人用の国語辞典はまだ難しいの

で、漢字にふりがながついているものをお願いします。 

   学校で購入を希望される場合は、配付した封筒にお金を添えて、５月７日（木）までに提出してくだ

さい。 

   ★国語辞典が家にある場合、学校に持ってくる日にちを連絡させていただきます。それまで保管して

おいてください。 

 

■体力テストについて 

   ５月１９日（火）～２１日（木）に体力テストを行います。 

1年生は５０ｍ走、立ち幅跳び、ボール投げに取り組みます。 

当日は体操服で登校させてください。 

 

■保健室からのお願い 

 

 

 

 

 

 

★ご質問・ご不明な点がございましたら、１年担当（４８－１５４２）までご連絡ください。 

 

 碧南市では、児童生徒が、心・体・性について正しく学び、自他を大切にしながら他者と適切に関

わっていく力を育成することを目的として、「いのちと性の学習」について取組を進めております。 

 本校では保健の授業で学習していきます。ご家族におかれましても、ぜひお子さまと話題にしてい

ただき、対話の機会をもっていただけますと幸いです。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

                             （問い合わせ先 養護教諭 薮木） 


